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正
覚
院
の

木
造
毘
沙
門
天
立
像
が

　
新
た
に
市
指
定
文
化
財
に

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
正
覚

院
（
木
幡
正
中
）
の
木
造
毘
沙

門
天
立
像
を
新
た
に
平
成
七
年

度
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
市
指
定
文
化
財

は
あ
わ
せ
て
五
十
一
件
に
な
り

ま
し
た
。市民

文化賞

第
六
回

受け付けは5月31日(金)で

木
造
毘
沙
門
天
立
像

　
定
朝
の
流
れ
を
く
む
仏
師
の

三
大
流
派
、
円
派
の
朝
円
（
一

般
に
知
ら
れ
て
い
る
初
代
朝
円

と
は
別
人
）
の
作
。
鎌
倉
時
代

後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
（
十
三

　
第
六
回
紫
式
部
市
民
文
化
賞

の
作
品
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
作
を
お
寄
せ
く
だ

～
十
四
世
紀
）
の
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
色
を
補
っ
て
は

い
ま
す
が
、
そ
の
下
に
は
、
作

ら
れ
た
当
時
の
極
彩
色
の
色
調

が
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
細
部
に
わ
た
っ
て
当
時

の
部
材
が
よ
く
残
っ
て
お
り

（
つ
ま
り
、
後
か
ら
手
や
装
飾

品
な
ど
が
接
ぎ
足
さ
れ
て
い
な

い
）
、
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
か
ぶ
と
や
よ
ろ
い
を
身
に
着

け
、
正
面
を
向
き
、
邪
鬼
を
踏

み
付
け
て
立
つ
。
右
手
で
宝
棒

を
握
り
、
左
手
に
は
宝
塔
を
捧

げ
て
い
ま
す
（
写
真
で
は
修
理

に
備
え
て
一
部
外
さ
れ
て
い
ま

す
）
。

に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

②
性
別
・
自
薦
・
他
薦
の
別
は

問
わ
な
い

③
ひ
と
り
（
Ｉ
グ
ル
ー
プ
）
１

作
品

　
〈
応
募
方
法
〉
①
原
稿
作
に
は
、

題
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
生
年
月
日
・
性
別
・
勤
務

先
（
通
学
先
）
を
沓
い
た
表
紙

を
付
け
、
ひ
も
で
と
じ
る
。
原

稿
に
は
通
し
番
号
を
打
つ
こ
と

　
②
雑
誌
・
単
行
本
の
場
合
は

別
紙
に
①
の
項
目
を
書
き
添
え

る
　
③
他
薦
に
よ
る
応
募
は
推

薦
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
す
る
こ
と
　
④
応
募

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
〈
募
集
期
間
〉
５
月
3
1
日
面

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

　
〈
賞
品
・
賞
金
〉
受
賞
は
Ｉ
点

以
内
。
正
賞
と
副
貿
3
0
万
円

　
〈
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
文

化
観
光
課
（
宇
治
琵
琶
3
3
’
ａ

内
線
2
2
2
3
）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

611

新宇治橋開通おめで

とう

紫式

部

作品募集

募
集
要
項

〈
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
〉
小
説
・

四
筆
・
童
話
・
詩
歌
句
な
ど
の

入
学
作
品
か
、
文
学
・
歴
史
・

氏
俗
な
ど
の
研
究
作
品
（
詩
歌

『
は
2
0
編
程
度
必
要
』

〈
作
品
の
要
件
〉
新
作
か
、
平

以
７
年
４
月
１
日
～
８
年
３
月

乱
日
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
語
の

作
品

〈
作
品
の
規
格
〉
｛
…
康
稿
作
品
、

継
誌
か
単
行
本
と
し
て
印
刷
さ

ｎ
た
も
の
　
②
原
稿
作
品
は
、

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
縦

百
き
）
に
記
入
し
た
も
の
（
ワ

ー
プ
ロ
原
稿
も
可
）

〈
応
募
資
格
〉
①
応
募
の
時
点

冪
丙
に
在
住
・
在
勤
・
＃
学
・

し
て
い
る
人
か
、
市
内
を
拠
点

　1＾’－．”＿－－
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1350年の歴史を未来へ架ける

開
通
を
祝
い

親
子
三
代
夫
婦
が
渡
り
初
め

　
新
し
い
宇
治
橋
は
、
府
道
の

交
通
渋
滞
の
解
消
と
歩
行
者
の

安
全
の
確
保
恋
な
７
と
と
も
に
、

宇
治
川
の
治
水
対
策
の
た
め
に
、

平
成
二
年
十
月
か
ら
総
事
業
費

八
十
八
億
円
で
京
都
府
が
工
事

に
取
り
掛
か
っ
て
き
た
も
の
。
一

　
三
月
二
十
八
日
㈲
の
午
前
十

時
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
間
遠
式
典
に
は
、

府
や
市
の
関
係
者
な
ど
お
よ
そ

三
百
人
が
出
庶
一
し
、
橋
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宇

治
橋
へ
場
所
を
移
し
、
午
前
十

一
時
半
か
ら
は
、
池
本
市
長
や

荒
巻
知
事
ら
に
よ
っ
て
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
引
き
続
い

て
市
民
か
ら
募
集
し
た
親
子
三

代
夫
婦
十
組
が
一
京
都
府
警
の

白
バ
イ
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に

続
い
て
、
多
く
の
市
民
が
見
守

る
中
ゆ
っ
く
り
と
渡
り
初
め
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
周
辺
の
信
嘉
男
、

道
路
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
午

後
二
時
か
ら
の
一
時
間
は
歩
行

A
Ｋ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
字
治
摺
の
開
通
を
祝
い
テ
ー
プ
カ
り
卜
を
す
る
池
本

宇
治
市
長
（
前
列
左
端
）
や
荒
巻
京
都
府
知
事
（
前
列
中
央
）

ら

▲最高90歳の江口喜次郎さんをはじめ、昨年結婚されたば

かりの21歳の若夫婦など親子三代夫婦60人と関係者らが渡

り初め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ．・

放者
バ

蒜

宇治橋周辺の道路簡略図(4月4日現在)
を

Ｆ

新

RI

E

－

な

叉

i

始

１

≒

歴
史
と
文
化
を

　
　
　
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

　
新
し
い
橋
の
幅
は
二
十
五
メ

ー
ト
ル
。
古
い
橋
の
幅
が
八
メ

ー
ト
ル
で
す
か
ら
、
お
よ
そ
三

倍
に
あ
た
り
ま
す
。
車
線
は
二

車
線
か
ら
四
車
線
（
一
部
五
車

線
）
に
、
ま
た
歩
道
は
市
の
宝

木
で
あ
る
「
茶
の
木
」
の
植
栽
に

よ
り
車
道
と
仕
切
ら
れ
、
歩
行

三
の
間
、
擬
宝
珠
を
継
承

]

県通り　　　り

者
の
安
全
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
宇
治
橋
の
デ
ザ
イ
ン
は
初▲擬宝珠…歴史資料館が所蔵している寛永

13年(1636)のものと同じ形。ブロンズ製

架
橋
以
来
千
三
百
五
十
年
の
歴

史
と
文
化
を
生
か
し
、
風
光
明

媚
な
景
観
に
溶
け
込
む
配
慮
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
宇
治
橋
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
三
の
勁
は

も
ち
ろ
ん
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
擬
宝
珠
（
ぎ
ぼ
し
）

も
歴
史
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て

い
る
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）

の
も
の
を
モ
デ
ル
に
作
成
。
そ

の
ほ
か
高
欄
や
け
た
か
く
し
は

国
産
ヒ
ノ
キ
を
使
い
、
ま
た
歩

道
は
石
畳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
旧
宇
治
橋
は
、
現
在
通
行
止

　橋の東詰め、西詰めとも交差点に信号が設置されていま

す。特に西詰めは変則的な信号ですのでご注意ください。

3月24日(日)

哺
三
の
間
で
の
名
水
く
み
上
け
の
儀

盛り上がった

完成記念祝賀大会

　
宇
治
橋
の
開
通
に
先
立

ち
、
二
十
四
日
㈲
に
は
、

市
民
に
よ
る
完
成
記
念
祝

賀
大
会
が
新
し
い
橋
の
上

で
催
さ
れ
、
延
べ
約
二
万

人
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

▲
三
の
間
…
桃
山
時
代

か
ら
「
茶
の
湯
」
の
水

を
く
み
上
げ
た
三
の
間

も
継
承

め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
川
の
流
　
去
を
始
め
ま
す
。

量
が
少
な
く
な
る
秋
頃
か
ら
撤

一

開
通
の
日
、
歩
行
者
天
国
に

な
る
午
後
二
時
を
前
に
た
く
さ

ん
の
人
が
橋
の
両
側
に
集
ま
り

ま
し
た
。
係
員
の
合
図
に
ど
っ

と
駆
け
出
す
子
供
や
早
速
記
念

写
真
を
撮
る
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
。

木
幡
南
端
か
ら
来
ら
れ
た
と
い

う
松
本
清
子
さ
ん
は
コ
ニ
代
で

の
渡
り
初
め
が
縁
起
が
良
い
と

聞
い
た
の
で
、
う
ち
の
嫁
と
孫

二
人
で
電
車
で
来
ま
し
た
。
本

　
大
会
は
三
の
間
で
の
名
水
く

み
上
げ
の
儀
と
献
茶
で
貼
ま
り
、

そ
の
後
宇
治
橋
通
り
を
進
ん
で

き
た
祝
賀
パ
レ
ー
ド
隊
が
到
着
。

ひ
き
続
い
て
、
橋
の
中
央
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
開
会
の
セ
レ

モ
ニ
ー
後
、
宇
治
川
先
陣
太
鼓

や
、
祝
い
舞
い
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
新
宇
治
橋
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　
一
方
車
道
で
は
、
平
成
橋
合

戦
大
綱
引
き
や
み
こ
し
の
巡
行
、

稚
児
行
列
、
鼓
隊
演
奏
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
人
々
の
声
援
を
受
け
ま

し
た
。

　
ほ
か
に
も
ク
イ
ズ
大
会
や
茶

席
の
無
料
接
待
、
ポ
ニ
ー
キ
ャ

ブ
や
人
力
車
な
ど
様
々
な
コ
ー

ナ
ー
が
催
さ
れ
、
集
ま
っ
草
分

は
そ
れ
ぞ
れ
に
大
い
に
楽
し
ん

で
帰
っ
た
よ
う
で
し
た
。

４
右
か
ら
松
本
清
子
さ
ん
、

祐
次
く
ん
、
真
佐
さ
ん
、
展

明
く
ん

当
に
広
く
な
り
ま
し
た
ね
。
い

つ
で
き
る
の
か
と
今
ま
で
の
橋

を
通
る
た
び
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
の
新
し
い
橋
で

す
か
ら
み
ん
な
で
大
事
に
使
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ト
Ｆ
Ｍ
う
じ
も
特
設
ス
タ
ジ

オ
か
ら
生
中
継

ト
勇
壮
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た

宇
治
川
先
陣
太
鼓

卜
人
気
を
集
め
た
人
力
車

612

さわやか宇治
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「
こ
の
日
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
」

テレビ広報

「新宇治橋開通」 KBS京都
UHF34ch

4/27(土)午後5時から15分間
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手話通訳あり
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直接会男

.

゛ヽ･々岬冬

.

ださ

.

不二ニ

，…

…

二七 [込じしし，一 -　……..-

催　し

・宇治市老人介護者家家族)の会講演会

　E〉4月21日(a)、午後１時半～q

時。総合福祉会館[＞テーマ…｢ど

う変わる、私たちの生活～介護保

険構想をめぐって～｣＝京都大学

教授・西村周三さん[回社会福祉

協議会(S22－5650)。

第48回婦人週間パネル展

　テーマ:21世紀に向けて自分

　　　らしい生き方ができる社

　　　会を創ろう～はつらつ生

　　　き方自由自在～

４月16日(火)まで

市役所１階市民ギャラリー

回女性政策室(a内線2091)

公民館

・木幡公民館(昔32-8290)

　〈木幡公民館まつり第1部〉[＞

４月27日出・28日(日)、午前10時～

午後３時半[＞内容…山野草・盆栽

・園芸植物展、山野草即売コーナ

ー、お茶席・模擬店　回出品を希

望する人は25日田までに同館へ。

搬入は26日倒、搬出は28日(日)です。

講座・教室

■城南地域職業訓練センターの講座

　回いずれも同センター(a46－

0688)。

　　くワープロ連休集中講座一太郎

Ver5〉＞5月３日㈲～５日剛、

午前９時半～午後３時半[〉参加費…

10400円。　くワープロ連休集中

講座W3.1版〉じ〉５月３日㈲～5

日㈲、午前９時半～午後3時半C〉

参加費…10400円。　くワープロ

日商4 級検定受験〉[＞5月８日～

７月10日の水曜、午後9時半～正

午。９回[＞参加費…16000円。く

パソコン表計算初級ロータス〉[＞

５月７日~27日の月・火・木・金

曜、午前９時半～正午。12回[＞参

加費…10600円。　くパソコン表計

算初級ロータスW3.1)!5〉[〉５月18

日~6月５日の水曜午後６時半～

９時、土曜午前９時半～正午。６

回じ〉参加費…900〔〕円。　　くパソコ

ン表計算初級エクセルW95版〉[＞

５月７日～24日の火・金曜午後６

時半～午後９時、６回[〉参加費…

9000円。　くパソコン中級財務会

計・給与計算〉t＞5月12日～７月

７日の日曜、午前９時半～正午。

９回［＞参加費…13500円。

■城南勤労者福祉会館の講座

　圃いずれも同センター（a46－

　　〈気功法〉C〉5月12日~6月16

日の日曜、午前10時~正午。６回

[〉参加費…2000円。　くやさしい英

会話〉[〉５月11日~8月17日の土

曜、午前10時～正午。 15回[＞参加

費…13100円。

図書館

スポーツ

■市民総合体育大会水泳の部

　C〉5月12日(日)、午後１時g時。

太陽が丘プール[＞対象…小学生以

上の人c〉参加費…1000円(小・中

学生はプログラム代300円だけ)

　回所定の用紙で４月27日出まで

にスポーツスペースおぐら(ZJ20-

1881)、ユニチカスイミングスクー

ル(昔24-1443)、ビバスポーツ

(容24-3993)、城陽スイミングス

クール(a55-5511)。

■青空アウトドアスクール

　I＞5月6日圃、午H?T9時～牛後

４時。炭山キャンプセンター(雨

天中止)I〉対象…小学4~6年生

とその家族[＞定員…先着50人[〉参

加費…大人1000円中学生以下500

円　同市民体育課(a内線2621)。

お母さんといっしょ

西村明日香ちゃん(H7.6.19(i)

　　恭仁子さん

　　　　　　(広野町小根尾)

業課(a内線2213)。

■国民年金の異動があれば届け出を

　春は異動のシーズンです。就職、

退職、結婚などをすると、国民年

金の?1Sﾘが変わります。異動のあっ

た人は、印鑑、年金手帳、健康保

険証を持って国民年金課へ。回

国民年金課(a内線2311)。

■社会福祉協議会会員募集

　社会福祉協議会は、地域の住民

が住んで良かったと実感できるま

ちを目指して、地域福祉活動や在

宅福祉サービスを進めていく組織

です。その活動の財源は市民の皆

さんからの会費などで賄われてい

ます。社会福祉協議会が地域福祉

推進の中核として活動できるよう、

多くの方の加入をお願いします。

E〉会費…一般＝500円、賛助= 100

0円、特別＝10000円[〉募集期間…

７月31日困まで。回社会福祉協議

会(S22-5650)。

　【訂正】３月21日号１面、引っ越

しの手続きの記事中、宇治郵便局

の電話番号は24-4114の誤りでし

た。おわびし、訂正します。

募集

中

市内全域で学区福祉委員会ができました

お手伝いいただける人

　
近
年
、
核
家
族
化
や
高
齢
化

が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
の
世
帯
や
母
子
・
父
子
家

庭
な
ど
、
周
り
の
手
助
け
が
必

要
な
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
学

区
福
祉
委
員
会
は
、
そ
う
し
た

地
域
の
福
祉
を
そ
こ
に
住
む
み

ん
な
の
手
で
高
め
よ
う
と
、
小

学
校
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い

る
団
体
。
三
月
三
十
一
日
の
宇

治
小
学
校
区
の
設
立
で
、
市
内

二
十
二
の
小
学
校
区
全
部
に
委

員
会
が
で
き
ま
し
た
。

　
’
各
委
員
会
で
は
、
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
会
食
・
配
食
サ

ー
ビ
ス
、
各
種
催
し
の
運
営
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
こ
う
し
た
活

動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支

え
て
く
だ
さ
る
福
祉
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
所
で

自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
お
手

伝
い
で
き
た
ら
と
い
う
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
連
絡

は
下
表
の
各
委
員
会
か
社
会
福

祉
協
議
会
（
a
2
2
・
5
6
5
0
）

へ
お
気
軽
に
。

　
体
に
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
家
の
中
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
市
内
に
住
み

体
が
不
自
由
な
人
を
対
象
に
、

次
の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

交
流
を
深
め
仲
間
を
増
や
す
場

と
し
て
、
気
軽
に
ご
参
加
を
。

　
い
ず
れ
も
場
所
は
総
合
福
祉

会
館
。
開
始
日
や
参
加
費
な
ど

詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会

（
0
2
2
・
５
６
５
０
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
2
2
・
5
6
5
4
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対象 教室名 開催日・時間 定員

す呂
§

陶　芸 第１～３水曜午後l時～3時抗i～３土曜午前９時～正午
15人

生け花 第2火曜午後1時半～3時 20人

手作り 第3月曜午後1時半~3時半 15人

民　謡 第4月曜午後1時半~3時半 15人

書　道 第4火曜午後1時半~^時 20人

俳　句 第2ﾌ'(曜午後l時半~.3時 10人

難　聴・中途
失聴者

手　話 第４金曜午前m~正午 15人

読　話 第４火曜午前m～正午 10人

視　覚

障害者
編み物 第2金曜午後1時半～３時半８人

小学校区 主　な　活　動 委員長･会長名連絡先 小学校区 主　な　活　動 委員長･会長名連絡先

御蔵山 ○高齢者ボランティアの頁成○共に支え合うmづくりに向けた啓発活動 長田　侃士 33－8270 大　開 ○天ヶ瀬苑の行事に協力　○一人暮らし老人の会食会藤井　政信 22－1066

笠　取 ○世代間交流　○クリスマス会　○学校行事に協力 井谷　儀夫
075
572－7371

大久保 ○ボランティア講座　○世代間交流　○夏休み夜間パトロール堤　　武彦 43－8059

笠取第２○声かけ活動　○福祉委員研修会 多田与三四郎32－9073 北横島 ○ボランティア講座○山城福祉の園の行事に協力○クリーン運動橋本　　隆 23－2887

木　幡 ○一人暮らし老人宅訪問　○福祉委員研修会　○盆踊り大会 西村　健司 32－4558 棋　島 ○納涼祭に協力　○山城福祉の園の行事に協力
辻　．忠夫 22－2371

宇　治 ○学校と連携した福祉教育推進　○福祉委員研修会 高原　孜行 31－5800
西小倉地区社会福祉協議会 竹原　清司 22－2894

北小倉 ○一人暮らし老人の会配食サービス

○空きカンなどのリサイクル
○ジュニア'Jーダー研修
○敬老の集い

伊藤　敏雄 22－4511

岡　屋 ○世代間交流　○児童駅伝大会 橋本　和人 32－7894
南小倉 斎藤　廣武 23－9604

南　部 ○ボランティア講座　○会食会 前川　幸雄 21－3458 西小倉 匠内　　博 22－1740

三室戸 ○災害救援についての講演会　○宇治明星園の行事に協力安岡　市蔵 23－5001 小　倉 ○学校給食を一人暮らし老人へ配食　○福祉委員研修会
久保田保夫 21－3408

菟　道 ○敬老会　○天ヶ瀬学園の夏祭りに協力　○福祉委員研修会 長谷川重雄 22－1168 伊勢田 ○児童と高齢者の交流会　○同胞の家の行事に協力
吉田　恒雄 41－7013

菟道第２○天ケ瀬苑入所者との交流○ボランティア講座○自治会などとの懇談会 照喜名邦保 22－2808 西大久保○要援護者の友愛訪問　○福祉委員研修会 森　　　茂 43－1269

神　明 ○美容出張サービス○一人暮らし老人の配食サービス○世代間交流 鈴木　妙子 43－3403 平　盛 ○平盛デイサービスセンターとの連携　○福祉委員研修会山上　佳－ 43－0793

｜

中央図書館　「学校の本」

児童書テーマ展示　　　　　　」

　「学ぼう　遊ぼう　友だちと」

と題し、「学校」の本を展示し

ています。

　　　５月30日出まで

　回中央図書館（Q20-1511）

■トレーニング機器実技講習会

　[＞4月20日出、午後１時～と３

時半～の２回。黄槃体育館[〉対象…

15歳以上の人C〉受講料…1000円t＞

定員…各先着30人　匝]４月14日(日)

午前９時から直接同館へ。顔写真

(3×2.5^)が必要　回同館(昔33-

4001)。

お知らせ

■お茶摘みさん募集

　高級茶の代名詞｢宇治茶｣は、

年に１度だけ手で葉を摘み丹精込

めて作られます。しかし、お茶摘

みさんが年々減り、茶農家ではそ

の確保に苦労しています。宇治茶

振興のためにあなたの力をお貸し

ください。期間は５月初旬から約

１ヵ月です。[5]4月11日の新聞

折り込みのちらしにある各農家へ

直接。勤務時間、報酬、通勤方法

などは各農家と相談を　囲農林茶

このコーナーに登場してくださるお子さんとご家族を募集

します。希望する人は広報課（a内線2069）へ申し込みを。

参
加
し
ま
せ
ん
か

身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

募・集・中

学区福祉委員会の一覧（敬称略）
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宇
宙
か
ら
の
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

宇
治
で
も

･ j

　 ・ を

X ｡ / I I l

k ･

　 　 　 一 々

す
い
星
フ
ィ
ー
バ
ー

　
三
月
二
十
二
日
胞
、
大
久
保

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

親
子
天
文
教
室
。
こ
の
日
は
、

話
題
の
百
武
す
い
星
が
見
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
、
参
加
し

た
四
十
人
の
親
子
は
期
待
で
い

っ
ぱ
い
。
自
宅
の
庭
に
天
文
台

を
つ
く
り
市
民
に
開
放
し
て
い

る
山
西
爪
男
さ
ん
（
五
ケ
庄
福

角
）
か
ら
す
い
星
の
話
を
聞
い

た
後
、
早
速
夜
空
を
見
上
げ
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
Ｕ

り
空
。
み
ん
な
空
を
見
上
げ
て

待
つ
こ
と
二
時
間
。
結
局
、
残

念
な
が
ら
す
い
爪
を
見
る
こ
と

披
露
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
聴
衆
は
澄

ん
だ
歌
声
に
う
っ
と
り
。
惜
し

み
な
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
こ
の
演
奏
会
を
最
後
に
、
卒

団
す
る
今
村
み
ど
り
さ
ん
は

「
今
日
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
力

を
出
し
切
っ
て
い
い
舞
台
が
で

き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
十

一
人
の
新
入
団
貝
を
迎
え
、
次

の
演
奏
に
向
け
練
習
に
励
み
ま

祐いな

牡
言

れ晩
ド

諮

く
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月

第
１
・
３
水
曜
、
午
前
1
0
時
～

正
午
、
中
央
公
民
館
。
月
２
千

円
。
平
田
さ
ん
’
‘
4
3
・
６
２
８

◆
英
会
話
サ
ー
ク
ル
A
A
Y

毎
週
水
曜
、
午
後
８
時
～
９
時

半
、
東
宇
治
マ
こ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
。
月
５
千
円
位
。
外
人

講
師
。
上
西
さ
ん
＆
3
2
・
６
８

いたん明けたは

ますだ日どちでしい＝か見はき

た星とられ¬ま゜に今まな楽せ
　夢日たくしん

　をはすてみで
　膨見い残にし
　られ星念した
　まなを　゜て　Ｏ
　せか探でい子
　７つすへた供

スリランカの
　が館こ行で三
れわス月

はれリ十
宇まラ八
治しン日
市たカ（月）
の　゜料　｀
友　理字
好　講治

都　習｀公
市　会民

５
７
（
夜
間
の
み
）
。

◆
遊
び
の
学
校
　
課
外
活
動
の

一
環
と
し
て
、
遊
び
を
通
し
て

仲
間
作
り
を
し
ま
す
。
小
学
生

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
外
で
遊
ぶ

こ
と
の
好
き
な
高
校
生
喜
童
。

山
本
さ
ん
昔
2
4
・
1
4
8
9
．

◆
舞
踊
サ
ー
ク
ル
・
若
竹
会

若
柳
流
の
新
舞
踊
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
毎
週
水
曜
、
午
前
1
0

ん。丁片言でもしゃべれたらい1

と思って！「ぼけの防止になれば。

など皆さん始めたきっかけは様々

ですが、熱心に中国語の勉強に励

んでいます。

　一昨年に小倉公民館で行われた

「楽しい中国語講座」がきっかり

で始まったこのサークル。開講1

年10ヵ月余りで1課程を終了し

基礎をじっくり学ほうと4月15B

から新しい教本でもうー度初歩カミ

ら始めます。「中国語を学ぶ機全

は余りありませんので、この機全

にぜひ始めてみませんか」とサー

クルの皆さん。会費は月2干5唇

円です。お問い合わせは井上さÅ

、（a21－3481）まで。つ

　中国語で゛こんばんは”め意味

の「晩上好」（ウアンシヤンハオ）

のあいさっでサ¬クルは始まりま

す。夜間に学習していることから

つけられたサークル名「晩上好」。

名前のとおり、毎週月曜日の午後

7時半から9時半まで小倉公民館

で活動しでいます。＼

　現在、往婦や定年退職されたお

父さんなど10人ほどが中国人留学

生、白剣先生の指導で初級中国語

を学習しでいます。「中国語は発

音がとっでも難しいですね。発音

記号がなくでも読めるようになり

たいと思うのですが、家ではなか

なか予習や復習ができなくっで。

でも、少しずつ上達しでいくのが

楽しみです」という代表の井上さ

に　　　　台西･･･

は一　　に勝3
　｀方　　て典月
述　｀　　゛さ24
回出。　能

く　さ　　　影午

さん　　　ー前
んの　　　山２
の天　　　西時
親文　　天｀
子台　　　文小

ラッ加　ら文力交エで
さク者こお化友流リあ
ん　｀がのうをのをヤる
のダス日と食会進市ス
指ンリは実をがめとリ
導ミラ　｀施通　｀て市ラ

でカン約ししスい民ン
｀・力五たてりるレカ
チバ出十も知ラスベ・
キン身人のっンリルヌ
ンダのの　゜てカラでワ
カ】コ参　ものンのラ

時
～
正
午
、
宇
治
公
民
館
。
月

２
千
円
。
塚
本
さ
ん
a
3
2
・
３

　
　
催
　
　
し

◆
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
デ
ー

４
月
1
3
日
出
、
1
4
日
㈲
、
2
1
日

㈲
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～

（
雨
天
中
止
）
、
黄
柴
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
。
無
料
。
自
由
に
テ

ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
ほ

か
、
教
室
も
開
催
。
岩
口
さ
ん

容
2
3
゜
6
5
6
9
0

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
４
月
2
1
日

㈲
、
午
前
８
時
半
、
Ｊ
Ｒ
宇
治

駅
前
集
合
。
衣
笠
山
、
大
内
山

御
陵
方
面
、
約
1
2
キ
Ｊ
（
一
般

向
き
）
。
雨
天
時
は
2
8
日
㈲
。

牧
原
さ
ん
公
2
3
・
2
2
6
2
．

◆
さ
わ
ら
び
コ
ー
ラ
ス
1
0
周
年

記
念
演
奏
会
　
歌
の
大
好
き
な

高
齢
者
の
ハ
ー
ー
了
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
４
月
2
1
日
凹

午
後
１
時
半
～
３
時
半
、
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
。
無
料
。

ゲ
ス
ト
に
菟
道
第
二
小
学
校
鼓

隊
ク
ラ
ブ
。
竹
内
さ
ん
＆
3
1
・

5
8
6
5
0

◆
市
長
杯
争
奪
卓
球
大
会
団
体

戦
　
４
月
2
1
日
向
、
午
前
９
峙

半
～
、
黄
柴
体
育
館
。
市
内
在

住
か
在
勤
・
在
学
す
る
４
～
６

54 (5　く人1各は片l　　ま,己き　く　のできコ辺I　記
だとを事を山しのり光いすれ尤れ

公西さーし前観西た天゜るいよい治な
32天い緒-に測天゜体訪す夜－に？ど
・文゜に子山で文　シれいにとす街で
４台　行供西き台　　・た黒は山い中賑
Ｏ・　　くはさまで　　ｌ人が｀西星でわ
９五　よ必んすは　には白夜さがもい
５ヶ　うずに　゜だ　酔しで空ん見こま
　m　に大電希れ　いばもに　゜れんし
　福　　し人言舌望で　　ししく青天るなた
　角　　てのi巫者も　　れL止っ白女lんに　゜

f^ .7,‥（' .゜ず　教どにくな替地レ
ｙ･■ 、づ　　　。４ｊ右試わで｀りス段の1

－3 ）゛｡………V !手食る一片゜パ使家や

ブヤ

ソ　

’1　才いで公姿生言ｚイつ庭ポ

　jｙヅ　レ斗"犬

i食でがけのリスた料テ

　’ﾋ｡､｡･■̂ ■ ■'………゛･’べは見ん英ラにこ理卜
　　　　　　　る　｀らめ語ン参とにい

コど⊇いべ慣を現はれいや力加のチだ

恥辛－な方れ初地しま作身人者な゛め

:こくっがにな体のをしり振のはいレな

I帚なたら戸い験習使た方り先び○どど

っどほもぶ食　・慣わ　・をな生っzi '< 現

い鼓力いらとてな¬ど⊇いべ慣を
まを料ス　｀話み旨家辛－な方れ初
し打理リおしよ’恣にくっがにな体
たっにラいなう柿帰なたら戸い験
゜て舌ンしが＝つっとほも惑食　゜

人
の
チ
ー
ム
。
参
加
料
は
協
公

加
盟
チ
ー
ム
２
千
円
、
一
般
４

千
円
、
中
学
生
５
百
円
。
中
し

込
み
は
４
月
1
3
日
出
ま
で
に
谷

口
さ
ん
昔
９
９
一
・
〇
６
０
４
．

◆
創
作
手
芸
教
室
　
く
る
み
え

（
五
月
人
形
か
ぶ
と
）
を
作
り

ま
せ
ん
か
。
４
月
2
1
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
、
ア
ー
バ

ネ
ｙ
ク
ス
小
倉
ビ
ル
（
西
友
小

倉
店
前
）
。
先
若
1
5
人
。
材
料

費
の
み
千
円
。
梅
原
さ
ん
昔
2
2
・

0
1
4
1
0

◆
冤
道
歩
こ
う
会
　
５
月
５
日

㈲
、
午
前
８
時
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

前
集
合
。
山
の
辺
の
道
方
面
、

約
1
4
キ
口
。
小
雨
決
行
。
辻
本

さ
ん
琵
・
0
7
7
9
．

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

５
月
６
日
向
、
午
後
１
時
～
３

時
、
宇
治
公
民
館
。
上
靴
が
必

要
。
５
百
円
。
山
岡
さ
ん
四
〇

７
５
゛
４
６
１
°
1
8
2
8
0

◆
ジ
ェ
フ
ー
バ
ー
グ
ラ
ン
ド
さ

ん
講
演
会
～
さ
く
ら
ん
ぼ
に
見

え
た
梅
干
し
～
　
５
月
1
0
日
倒
、

午
後
１
時
半
～
３
時
、
京
祁
醍

醐
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
。
先
着
２
百

人
。
無
料
。
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
宇
治
・
平
井
さ
ん
四
3
2
・

Ｏ
Ｏ
ｉ
ｎ
Ｃ
Ｔ
>
°

㎝

←
４

1996年(平成８年)4月11日号だより治市政宇にコ(4）1094号

さ
わ
か
な
歌
声
を
披
露

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団

　
三
月
二
十
日
剛
、
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
宇
治
市
少
年

少
女
合
唱
団
ぶ
十
七
回
定
期
演

奏
会
が
間
催
さ
れ
、
市
内
の
小

学
四
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
で

構
成
す
る
合
唱
団
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
演
奏
会
で
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

名
曲
を
始
め
、
コ
ミ
カ
ル
な
合

唱
フ
″
ン
タ
ジ
ー
「
勁
物
の
カ
ー

ニ
バ
ル
」
、
太
鼓
や
楽
器
を
取

り
入
れ
た
沖
縄
の
童
謡
な
ど
を

市
民
情
報
短
信

　
　
募
　
　
集

◆
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
木
曜
会

　
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
せ

ん
か
。
毎
週
木
曜
、
午
後
８
時

～
９
時
4
5
分
、
宇
治
公
民
館
。

月
２
千
円
。
大
野
さ
ん
。
‘
3
1
・

5
7
5
0
０

◆
日
本
画
サ
ー
ク
ル
・
彩
鳳

初
め
て
の
人
も
経
験
者
も
楽
し

中
国
語
サ
ー
ク
ル

　
　
　
「
晩
上
好
」

食文化を体験

サークル|

さあ来る19
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